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書]
現代心理学の諸相(「第3章記憶と思老」67頁一97頁を執筆) 1988年誠信書房
小野章夫(編著),石田雅人,国分振,八田武志ほか7名
刺激のない世界:人間の意識と行動はどう変わるか(「第6章学習.記憶は環
境に依存するか』Ⅱ0頁一126頁を執筆) 1986年新曜社
北村晴朗.大久保幸郎係肩著),国分振,大山正博,長塚康弘ほか7名
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作
文]
1. studies on sensory Deprivation:11, patt l,1ntroductory remarks and results
Of poligraphic records. Tohoku psych010gica Folia,22,3-4.57-63 (1964)
長塚康弘,国分振
2. studies on sensory Deprivation:1Π, part 6, on the results of p0Ⅱgraphic
records. Tohoku psych010gica Folia,23,3-4.72-74.(1965)
佐藤功,国分振
3. studies on sensory Deprivation:1Π, part 7, on the results of behavior
Observation and introspective repoTts. Tohoku psych010gica Folia,23,3-4
75-78.(1965)
国分振,大山正博
4. studies on sensory Deprivation :1V, part 2, Electroencephalographic changes
before, during and a丘er 18 hours' sensory deprivation. Tohoku psych010gica
Folia,24,1-2.4-9 (1965)
大山正博,国分振,小林久
Studies on sensory Deprivation:1V, part 4, E丘ed of sensory deprivatlon on5
retention of verbal material. Tohoku psych010gica Folia,24,1-2.13-17
(1965)
国分振
6.心理的緊張にっいて文化,29,4,80-103 a966)
国分振
フ. studies on sensory DepTivation:V, part 4, E丘ect of sensory deprivation on
retention of verba11earning and recaⅡ. Tohoku psych010gica Folia,25,1-2
14-18 (1966)
国分振,菊池礼司
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28 ・  s t u d i e s  o n  s e n s o r y  D e p r i v a t i o n : V I ,  p a T t  2 ,  E 丘 e c t  o {  s e n s o r y  d e p r i v a t i o n  o n
m e m o r y  p r o c e s s .  T o h o k u  p s y c h 0 1 0 g i c a  F o l i a , 2 6 , 1 - 2 . 1 1 - 1 6  ( 1 9 6 7 )
国 分 振 , 菊 池 礼 司 , 村 井 則 子
9 . 知 覚 遮 断 と 記 憶 過 程 新 潟 大 学 教 育 学 部 紀 要 , 9 , 1 , 1 6 4 - 1 7 2  a 9 6 7 )
国 分 振
1 0 .  B i l a t e r a l  r e m i n i s c e n c e  i n  p u r s u i t r o t o r  l e a r n i n g .  T o h o k u  p s y c h 0 1 0 g i c a  F o l i a ,
2 7 , 3 - 4 . 1 1 3 - 1 2 1  ( 1 9 6 9 )
国 分 振 , 飯 塚 彰 子
1 1 .  T h e  s u b j e c t i v e  o r g a n i z a t i o n  i n  f r e e  r e c a l ]  1 e a r n i n g  b y  s c h o o ]  c h i l d r e n .  T o h o k u
P s y c h 0 1 0 g i c a  F 0 1 ね , 3 2 , 1 - 4 . 1 2 - 1 6  ( 1 9 7 3 )
国 分 振
] 2 . 記 憶 と 知 能 ・ 性 格 教 育 と 医 学 , 2 3 , 3 , 3 5 - 4 1  ( ] 9 7 5 )
国 分 振
] 3 .  s u b j u c t i v e  o r g a n i z a t i o n  i n  f r e e  r e c a 1 1  0 {  s e n t e n c e s  p r e s e n t e d  i n  c o n t e x t 、
d i s o r g a n i z e d  o r d e r .  T o h o k u  p s y c h 0 1 0 g i c a  F o l i a , 3 5 , 1 - 4 . 1 2 - 1 6  ( 1 9 7 6 )
国 分 振
1 4 ・ 文 記 憶 に お よ ぽ す 文 脈 の 効 果 東 北 大 学 教 養 部 紀 要 , 2 9 , 2 2 - 3 5  a 9 7 9 )
国 分 振
1 5 . ] 9 7 9 年 宮 城 県 沖 地 震 に お け る 都 市 機 能 停 止 と 市 民 生 活 東 北 大 学 教 養 部 紀 要 , 3 1 ,
3 0 - 5 1  ( 1 9 7 9 )
国 分 振 , 平 野 厚 生
1 6 . 「 7 8 年 宮 城 県 沖 地 震 に お け る 住 民 等 の 対 応 お よ び 被 害 の 調 査 研 究 」 ( 第 4 章 住 民
の 災 害 観 1  災 害 観 , 3 8 頁 一 4 2 頁 を 執 筆 ) 東 北 大 学 ' 7 8 年 宮 城 県 沖 地 震 災 害 調 査
研 究 会  a 9 8 0 )
大 内 秀 明 , 対 馬 貞 夫 , 国 分 振 外 2 0 名
リ ー の 理 解 過 程 東 北 大 学 教 養 部 紀 要 , 3 7 , 1 - 1 5 ( 1 9 8 2 )
1 7 . ス ク ラ ソ ブ ノ レ ド . ス ト
国 分 振
1 8 . ス ク ラ ソ ブ ノ レ ド . ス ト
- 1 8 2  a 9 8 3 )
国 分 振
1 9 . 知 覚 遮 断 と 記 憶 過 程 再 考 東 北 大 学 教 養 部 紀 要 , 4 1 , 7 9 - 9 5  a 9 8 4 )
国 分 振
2 0 .  T h e  e 丘 e c t  o f  c a u s a l  c o h e r e n c e  o n  c o m p r e h e n s i o n .  T o h o k u  p s y c h 0 1 0 g i c a
F o l i a , 4 5 , 1 - 4 . 1 2 4 - 1 3 1  ( 1 9 8 6 )
本 郷 一 夫 , 国 分 振 , 進 藤 聡 彦 , 山 田 嘉 明
リ ー の 理 解 と 眼 球 運 動 東 北 大 学 教 養 部 紀 要 , 3 9 , 1 6 9
21 地域的フイテソテH テ'の構造
仁平義明,国分振,河上
文章理解過程における情報統合
国分振
22
[総説・解説]
1.文章理解の心理学国語教育研究紀要25号(宮城県連合小学校教育研究会国語研
究部会編) 19-23 a988)
2.文章理解の実験心理学一結束性とマクロ構造一国語教育研究紀要28号(宮城
県連合小学校教育研究会国語研究部会編)19-23 a99D
3.文章理解における統合過程国語教育研究紀要29号(宮城県連合小学校教育研究
会国語研究部会編) 20-27 (1992)
4.文章理解における統合過程デ'スコースプロセス研究,3,儒 a992)
環境情報科学,17,2,46-50 (1988)
税,平野厚生
東北大学教養部紀要,58,38-46 a992)
[翻 訳]
ト・トムソソ著・北村晴朗(監訳)「心理学の歴史」北望社 a969)ロノ、ーー
(381頁一421頁を分担)
ジ.ソ・ユソグ「言語学習の心理」明治図書出版 a971)
協同出版 a978)
2
[辞
3
典](項目執筆)
北村晴朗(監修)「心理学小辞典」
[学会発表]
1.想起におよぼす Relaxation の効果東北心理学会第14回大会 a96の
2. Activation theory について東北心理学会第16回大会a962),東北心理学研究,
第12号,1-2 a963)
3. Relaxation の研究(1)ーその生理心理的側面一東北心理学会第17回大会
(1963),東北心理学研究,第13号,フ-8 (1964)
4. sensory Deprivation の実験的研究(Ⅳ) a )問題と方法ならびに脳波筋電図の
経過についておよび(2)心榑.呼吸船よび GSR の経過について日本心理学
会第27回大会発表論文集,179,180 a963)
北村晴朗ほかと連名
5. Relaxation の研究(Ⅱ)単調作業法による緊張寛解の求りグラフ的検討東北
心理学会第18回大会,東北心理学研究,第N号,3 (1965)
46
あ る 精 神 賦 活 剤 の 効 果 に つ い て 東 北 心 理 学 会 第 1 8 回 大 会 , 東 北 心 理 学 研 究 , 第
1 4 号 , 4  a 9 6 5 )
大 久 保 幸 良 隣 念 か と 連 名
S e 船 o r y  D e p r i v a t i o n  の 実 験 的 研 究 ( V ) ( 5 ) 求 り グ ラ フ 的 所 見 お よ び ( 田 行 動
観 察 所 見 日 本 心 理 学 会 第 2 8 回 大 会 発 表 論 文 集 , Ⅱ 2 一 Ⅱ 3 ( 1 9 6 4 )
北 村 晴 朗 ほ か と 連 名
刺 激 遮 断 剤  S e m y 1  の 効 果 の 研 究 そ の 1 . 戸 ー ル シ 十 ツ ハ テ ス ト と 脳 波 を 中 心
と し て 日 本 心 理 学 会 第 2 8 回 大 会 発 表 論 文 集 , 1 0 7  ( 1 9 6 4 )
大 山 正 博 ほ か と 連 名
S e n s o r y  D 即 r i v a t i o n  と 脳 波 第 1 9 回 東 北 精 神 神 経 学 会 総 会  a 9 6 4 )
奥 山 茂 ほ か と 連 名
I m m e d ね t e  m e m o r y  の 研 究 ( 1 ) 記 憶 素 材 の 体 制 化 と 想 起 成 績 に つ V て 第 ] 9
回 東 北 精 神 神 経 学 会 総 会 ( 1 9 6 心 大 久 保 幸 郎 と 連 名
S e n s o r y  D e p r i v a t i o n  の 実 験 的 研 究 ( Ⅵ ) ( 1 ) 記 憶 テ ス ト の 結 果 に つ い て お よ び
( 8 明 畄 波 分 析 の 結 果 日 本 心 理 学 会 第 2 9 回 大 会 発 表 論 文 集 , 2 1 6 , 2 2 1  a 9 6 5 )
消 費 者 心 理 に つ い て の 基 礎 的 研 究 東 北 心 理 学 会 第 1 9 回 大 会 ( 1 9 6 5 )
加 藤 孝 義 と 連 名
マ ス ・ コ ミ ュ ニ ュ ケ ー シ , ソ に 関 ・ 手 る 基 礎 的 研 究 東 北 心 理 学 会 第 1 9 回 大 会
a 9 6 5 )
泉 山 中 三 ほ か と 連 名
S e n s o r y  D e p r i v a t i o n  の 実 験 的 研 究 ( Ⅶ ) ( 2 ) 学 習 系 検 査 の 結 果 日 本 心 理 学 会
第 3 0 回 大 会 発 表 論 文 集 , 2 1 0  a 9 6 6 )
北 村 晴 朗 ほ か と 連 名
I m m e d i a t e  m e m o r y  の 研 究 ( Ⅱ ) 記 憶 素 材 の 体 制 化 と 想 起 成 績 に つ い て 東 北
心 理 学 会 第 2 0 回 大 会  a 9 6 6 )
S e n s o r y  D e p r i v a t i o n  の 実 験 的 研 究 ( Ⅷ ) ( 2 ) 記 憶 系 検 査 の 結 果 日 本 心 理 学 会
第 3 1 回 大 会 発 表 論 文 集 , 8 8  a 9 6 7 )
北 村 晴 朗 ほ か と 連 名
S e n s o r y  D e p r i v a t i o n  が 学 習 ・ 記 憶 に 及 ぼ す 影 響 に つ V て 東 北 心 理 学 会 第 2 1 回
大 会  a 9 6 7 )
S e n s o r y  D e p r i v a t i o n  の 実 験 的 研 究 ( Ⅸ ) ( イ ) 方 法 ・  E E G  の 結 果 日 本 心 理 学
会 第 3 2 回 大 会 発 表 論 文 集 , 4 6  a 9 6 8 )
北 村 晴 朗 ほ か と 連 名
記 憶 の 体 制 化 に つ い て ー そ の a ) 一 東 北 心 理 学 会 第 2 回 大 会 ( 1 9 6 8 ) , 東 北 心
理 学 研 究 , 第 1 8 号 , 2 7  a 9 6 9 )
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20記憶の体缶Ⅲヒにっいてーその(2シ主観的体伶Ⅲヒの発達北海道心理学会.東
北心理学会第2回合同大会(東北心理学会第26回大会) a972)
記憶の体制化にっいてーその(3):主観的体制化の発達・続報東北心理学会
第27回大会.新潟心理学会第10回大会合同大会,東北心理学研究,第23号,53-54
a973)
乱脈文の多試行自由再生における体制化日本教育心理学会第16回総会発表論文
集,338-339 (1974)
文脈的体制化における素材の問題日本心理学会第31回大会発表論文集,
283 a975)
文脈的体制化における素材の問題(その2)北海道心理学会・東北心理学会第3
回合同大会(東北心理学会第30回大会),東北心理学研究,第26号,46 a976)
主観的体の測度制化にっいて東北心理学会第31回大会,東北心理学研究,第27
号,14 (197フ)
文脈的体制化における文脈の機能日本心理学会第42回大会発表論文集,S32-
33 a978)
Contextual organization in 丘ee reca11 0t disorganized sentences.22nd
International congress of psych010gy.(198の
文章記憶における逐語的表象と命題表象東北心理学会第32回大会 a978)
乱脈文の理解過程東北心理学会第34回大会,東北心理学研究,第30号,97(1980)
リーの理解過程一その2 東北心理学会第35回大会,スクラソブノレト・スト
東北心理学研究,第31号,22 (1981)
リーの理解過程日本教育心理学会第23回総会発表論文スクラソブノレド・スト
集,54一弱 a98D
地域的アイデソティティの広がり日本教育心理学会第23回総会発表論文集,
624-625 (198D
仁平義明と連名
スクラソプノレト・スト
東北心理学研究,第32号,
スクラソブノレド・スト
文集,286 (]983)
学習系機能におよぼす感覚遮断効果の再検討東北心理学会第38回大会(198●
文理解に及ぼす因果的結東性の効果東北心理学会第卯回大会,東北心理学研究,
第36号,66 (1986)
本郷一夫ほかと連名
21
22
23
24
25
26
27
34
5
31
32
33 リーの理解過程一その3 東北心理学会第36回大会,
5] a982)
リーの理解と眼球運動日本心理学会第47回大会発表論
????
??
63 7
あ る  6 コ マ 漫 画 の 理 解 過 程 日 本 心 理 学 会 第 5 3 回 大 会 発 表 論 文 集 , 8 4 1  a 9 8 9 )
松 野 隆 則 と 連 名
誤 解 の 心 理 a )
ユ ニ ケ ー シ , ソ に お け る 歪 み の 原 因 に つ い て 東 北 心
コ
理 学 会 4 3 回 大 会 , 東 北 心 理 学 研 究 , 第 3 9 号 , 3 - 4  ( 1 9 8 9 )
あ る 6 コ マ 漫 画 の 理 解 過 程 ( 2 ) 本 心 理 学 会 第 5 4 回 大 会 発 表 論 文 集 , 7 0 o  a 9 9 の
松 野 隆 則 と 連 名
誤 解 の 心 理 ( 2 ) 一 文 学 に あ ら わ れ た 誤 解 東 北 心 理 学 会 U 回 大 会 , 東 北 心 理
学 研 究 , 第 如 号 , 8 1 - 8 2  a 9 9 の
文 理 解 に 及 ぼ す 因 果 的 結 束 性 の 効 果 ( 2 ) 一 眼 球 運 動 デ ー タ を 指 標 に し て ー
東 北 心 理 学 会 U 回 大 会 , 東 北 心 理 学 研 究 , 第 如 号 , 8 2 - 8 3  a 9 9 の
沼 山 博 ほ か と 連 名
文 理 解 に 及 ぼ す 因 果 的 結 束 性 の 効 果 ( 3 ) 一 眼 球 運 動 デ ー タ を 指 標 に し て ー
北 海 道 心 理 学 会 ・ 東 北 心 理 学 会 第 7 回 合 同 大 会 ( 東 北 心 理 学 会 第 4 5 回 大 会 ) , 東
北 心 理 学 研 究 , 第 4 1 号 , 3 5 - 3 6 , ( 1 9 9 D
沼 山 博 と 連 名
文 章 理 解 に お け る 統 合 過 程 日 本 心 理 学 会 第 5 5 回 大 会 発 表 論 文 集 ,  S 4 7  a 9 9 D
文 理 解 に 及 ぽ す 因 果 的 結 束 性 の 効 果 ( 4 ) 日 本 心 理 学 会 第 5 6 回 大 会 発 表 論 文 集 ,
8 7 8  ( 1 9 9 2 )
沼 山 博 と 連 名
誤 解 の 心 理 ( 3 ) 東 北 心 理 学 会 第 4 7 回 大 会 , 東 北 心 理 学 研 究 , 第 4 3 号 , 6 2  a 9 9 3 )
文 書 コ ミ ュ ニ ケ ー シ " ソ に お け る 誤 解 の 類 型 日 本 心 理 学 会 第 認 回 大 会 発 表 論 文
集 , 8 9 5  a 9 9 4 )
誤 解 の 心 理 ( 4 ) 東 北 心 理 学 会 第 4 8 回 大 会 , 東 北 心 理 学 研 究 , 第 4 号 , 2 8  a 9 9 4 )
金 塚 雅 己 と 連 名
誤 解 の 心 理 ( 5 ) 一 誤 解 解 消 困 難 の 一 事 例 一 東 北 心 理 学 会 第 四 回 大 会 , 東 北
心 理 学 研 究 , 第 4 5 号 , 2 1  a 9 9 5 )
多 田 美 香 理 ほ か と 連 名
誤 解 の 心 理 ( 6 ) 一 連 想 イ メ ー ジ と 誤 解 東 北 心 理 学 会 第 四 回 大 会 , 東 北 心 理
学 研 究 , 第 4 5 号  a 9 9 5 )
大 原 貴 弘 ほ か と 連 名
誤 解 解 消 過 程 の 事 例 分 析 日 本 心 理 学 会 第 5 9 回 大 会 発 表 論 文 集 , 8 8 0 ( 1 船 5 )
誤 解 の 心 理 ( フ ) 一 対 面 の 効 果 一 東 北 心 理 学 会 第 5 0 回 大 会 , 東 北 心 理 学 研 究 ,
第 4 6 号 , 2 1  a 的 6 )
大 原 貴 弘 ほ か と 連 名
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52誤解の構造日本心理学会第60回大会発表論文集,13 a996)
説明コミュニケーシ,ソ場面での誤解日本心理学会第61回大会発表論文集,
861 a997)
大原貴弘ほかと連名
知的対処能力の獲得につして東北心理学会第51回大会,東北心理学研究第47号,
74 a997)
加藤健二と連名
問題解決の転移の訓練一類推的転移に船よぼす抽象化訓練の効果一日本心理
学会第62回大会発表論文集,諦8 a998)
加藤健二ほかと連名
誤解の心理(8)一説明の聞き方と誤解一東北心理学会第53回大会,(1999)
大原貴弘厭かと連名
(その 1)類推的転移におよぼすマ,ヒ゜ソ問題解決の転移の訓練(第2報告)
ソタビュー手法によるケーススタデ→グ訓練の効果一およびー(その2)イ
648-649 (1999)日本心理学会第63回大会発表論文集,
加藤健二ほかと連名
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